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米国メキシコ湾エントラーダ油ガス田開発プロジェクトからの撤退について 

 

 

伊藤忠商事の 100%子会社であるシエコ・エナジー・ユー・エス・リミテッド（デラウエア州、

米国）は、2008 年 4 月に米国メキシコ湾のエントラーダ油ガス田（Garden Banks Blocks 738, 782, 

785, 826, 827）の 50%権益を取得しプロジェクトに参入いたしました。 

 

同プロジェクトにおきましては、2008 年 8 月から同年 11 月にかけて掘削した開発井の結果に

基づき、同開発井を廃坑するとともに、従来の開発計画に則った作業を中止しておりました（詳

細は 2008 年 12 月 1 日付 「米国メキシコ湾エントラーダ油ガス田開発プロジェクトについて」を

参照下さい。）。 

 

その後、これまでに得られた同油ガス田データの再評価を行い、新たな開発計画の策定及び第

三者への権益の売却を試みて参りましたが、経済性のある開発計画が策定できず、また権益の第

三者への売却の目処も立たないことから、鉱区期限の到来をもって権益を放棄し、本プロジェク

トから完全に撤退することと致しました。 

 

尚、本件につきましては、開発計画の中止に伴う追加費用を含めて本年度第 3 四半期決算にお

いて３７１億円の損失（税引前）を計上済みであり(詳細は 2009 年 2 月 2 日付「米国メキシコ湾

エントラーダ油ガス田開発プロジェクトに係わる損失について」を参照ください。)、現時点にお

ける見通しでは、本プロジェクトによる最終損失額が当該損失計上額を上回ることはありません。 
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